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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成19年６月28日に提出した第159期（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日）有価証券報告書の記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであり

ます。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

 ４ 関係会社の状況 

第２ 事業の状況 

 ５ 経営上の重要な契約等 

第３ 設備の状況 

 ２ 主要な設備の状況 

第４ 提出会社の状況 

 ５ 役員の状況 

第５ 経理の状況 

 １ 連結財務諸表等 

(1）連結財務諸表 

   （連結株主資本等変動計算書関係） 

２ 財務諸表等 

(1）財務諸表 

 表示方法の変更 

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿線で示しております。 



第一部【企業情報】 

  第１【企業の概況】 

   ４【関係会社の状況】 

  

  （訂正前） 

  （訂正後） 

  第２【事業の状況】 

   ５【経営上の重要な契約等】 

   （訂正前） 

  （訂正後） 

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
主要な事業の内容 

議決権の所有
割合（％） 

関係内容 

藤倉化成㈱（注）３ 東京都港区 3,712 その他 17.6 

当社より原材料の

一部を供給。当社

は同社製品の一部

を購入。 

役員の兼任等…有 

名称 住所 
資本金 

（百万円） 
主要な事業の内容 

議決権の所有
割合（％） 

関係内容 

藤倉化成㈱（注）３ 東京都港区 3,712 その他 20.1 

当社より原材料の

一部を供給。当社

は同社製品の一部

を購入。 

役員の兼任等…有 

契約締結先 国籍 契約技術 契約期間 対価 

技術供給         

上海南洋藤倉電纜有限公

司 
中国 

水蜜絶縁電線の製造技術

（技術援助） 

平成14年８月６日より

契約存続期間 
実施料 一定料率 

契約締結先 国籍 契約技術 契約期間 対価 

技術供給         

上海南洋藤倉電纜有限公

司 
中国 

水密絶縁電線の製造技術

（技術援助） 

平成14年８月６日より

契約存続期間 
実施料 一定料率 



   第３【設備の状況】 

   ２【主要な設備の状況】 

(2）国内子会社                                                                    (平成19年3月31日現在)

  （訂正前） 

  （訂正後）   

   第４【提出会社の状況】 

   ５【役員の状況】 

  （訂正前）   

  （訂正後） 

会社名 
事業所名 

（所在地） 

事業の種類別
セグメントの
名称 

設備の内容 

帳簿価額（百万円） 
従業員数 
（人） 建物及び

構築物 
機械装置及
び運搬具 

土地 
（面積千㎡）

その他 合計 

西日本電線㈱ 

  

本社工場 

(大分県大分市) 

情報通信 

電子電装 

ケーブル・機

器関連 

情報通信 

電子電装 

ケーブル・

機器関連製

造設備 

1,405 1,440 
977 

(106)
231 4,405 

301 

(286)

㈱ケーブルネッ

ト鈴鹿 

本社 

(三重県鈴鹿市) 
情報通信 

ケーブルテ

レビ幹線設

備等 

1,437 241 － 8,419 1,687 
40 

(5)

会社名 
事業所名 

（所在地） 

事業の種類別
セグメントの
名称 

設備の内容 

帳簿価額（百万円） 
従業員数 
（人） 建物及び

構築物 
機械装置及
び運搬具 

土地 
（面積千㎡）

その他 合計 

西日本電線㈱ 

  

本社工場 

(大分県大分市) 

情報通信 

電子電装 

ケーブル・機

器関連 

情報通信 

電子電装 

ケーブル・

機器関連製

造設備 

1,405 1,440 
977 

(106)
231 4,055 

301 

(286)

㈱ケーブルネッ

ト鈴鹿 

本社 

(三重県鈴鹿市) 
情報通信 

ケーブルテ

レビ幹線設

備等 

1,437 241 － 8 1,687 
40 

(5)

役名 職名 氏名 生年月日 略歴及び他の会社の代表状況 任期 
所有株式
数(千株)

常勤監査役   黒木 武夫 昭和20年７月30日生 

昭和44年４月 当社入社 

(注)３  5 

平成９年７月 プリント回路事業部長 

兼電子材料事業部長  

平成11年12月 ＬＴＥＣ社 社長 

平成15年７月 株式会社東北フジクラ 

取締役社長 

平成19年４月 

 平成19年６月 

同社取締役 

 常勤監査役（現） 

役名 職名 氏名 生年月日 略歴及び他の会社の代表状況 任期 
所有株式
数(千株)

常勤監査役   黒木 武男 昭和20年７月30日生 

昭和44年４月 当社入社 

(注)３  5 

平成９年７月 プリント回路事業部長 

兼電子材料事業部長  

平成11年12月 ＬＴＥＣ社 社長 

平成15年７月 株式会社東北フジクラ 

取締役社長 

平成19年４月 

 平成19年６月 

同社取締役 

 常勤監査役（現） 



   第５【経理の状況】 

    １【連結財務諸表等】 

   (1）【連結財務諸表】 

     (連結株主資本等変動計算書関係） 

当連結会計年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日） 

１.発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  （訂正前） 

   （訂正後） 

 
前連結会計年度末
株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式        

普通株式 376,263 － － 376,263 

合計 376,263 － － 376,263 

自己株式        

普通株式   (注) 1, 2 276 5,694 7 5,692 

合計 276 5,694 7 5,962 

 
前連結会計年度末
株式数（千株） 

当連結会計年度増
加株式数（千株） 

当連結会計年度減
少株式数（千株） 

当連結会計年度末
株式数（千株） 

発行済株式        

普通株式 376,263 － － 376,263 

合計 376,263 － － 376,263 

自己株式        

普通株式   (注) 1, 2 276 5,694 7 5,962 

合計 276 5,694 7 5,962 



   ２【財務諸表等】 

   (1）【財務諸表】 

      表示方法の変更 

  （訂正前） 

   （訂正後） 

第158期 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

第159期 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

（損益計算書） 

１ 営業外費用の「休止設備減価償却費」(当事業年度

154百万円)については、金額的重要性が乏しくなったた

め、営業外費用の「雑損」に含めて表示している。 

２ 特別利益の「関係会社株式売却益」については、金

額的重要性が増したため、区分掲記している。なお、前

期の「関係会社株式売却益」の金額は3百万円である。 

（損益計算書） 

１ 特別損失の「投資有価証券評価損」（当事業年度 55

百万円）については、金額的重要性が乏しくなったた

め、特別損失の「その他」に含めて表示している。 

２ 特別損失の「事業構造改善費用」については、金額

的重要性が増したため、区分掲記している。なお、前期

の「事業構造改善費用」の金額は261百万円であり、特別

損失の「その他」に含めて表示している。 

３ 特別利益の「投資有価証券売却益」（当事業年度0百

万円）については、金額的重要性が乏しくなったため、

特別利益の「その他」に含めて表示している。 

４ 特別損失の「事業構造改善費用」(当事業年度261百

万円)については、金額的重要性が乏しくなったため、特

別損失の「その他」に含めて表示している。 

  

 

第158期 
（自 平成17年４月１日 
至 平成18年３月31日） 

第159期 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

（損益計算書） 

１ 営業外費用の「休止設備減価償却費」(当事業年度

154百万円)については、金額的重要性が乏しくなったた

め、営業外費用の「雑損」に含めて表示している。 

２ 特別利益の「関係会社株式売却益」については、金

額的重要性が増したため、区分掲記している。なお、前

期の「関係会社株式売却益」の金額は3百万円である。 

 ３ 特別利益の「投資有価証券売却益」（当事業年度0百

万円）については、金額的重要性が乏しくなったため、特

別利益の「その他」に含めて表示している。 

（損益計算書） 

 １ 営業外費用の「固定資産撤去・移設費」について

は、金額的重要性が増したため、区分掲記している。な

お、前期の「固定資産撤去・移設費」の金額は423百万円

であり、営業外費用の「雑損」に含めて表示している。 

２ 特別損失の「投資有価証券評価損」（当事業年度 55

百万円）については、金額的重要性が乏しくなったた

め、特別損失の「その他」に含めて表示している。 

３ 特別損失の「事業構造改善費用」については、金額

的重要性が増したため、区分掲記している。なお、前期

の「事業構造改善費用」の金額は261百万円であり、特別

損失の「その他」に含めて表示している。 

４ 特別損失の「事業構造改善費用」(当事業年度261百

万円)については、金額的重要性が乏しくなったため、特

別損失の「その他」に含めて表示している。 
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